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一
．
は
じ
め
に

　

系
統
経
済
事
業
は
ま
さ
に
未
曾
有
の
困
難
に
直

面
し
て
い
る
。

　

米
の
取
扱
い
が
減
少
す
る
中
、
米
流
通
を
も
含

め
た
構
造
政
策
全
般
の
見
直
し
、
中
国
か
ら
の
輸

入
野
菜
増
加
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
に
と
も
な
う
畜
産
物

消
費
の
減
少
、
牛
乳
事
業
の
再
編
、
さ
ら
に
は
中

国
野
菜
残
留
農
薬
問
題
発
生
等
々
、
系
統
経
済
事

業
を
め
ぐ
る
環
境
は
激
変
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

情
勢
を
反
映
し
て
、
農
機
具
、
肥
料
・
農
薬
等
の

売
上
高
が
減
少
し
、
経
済
事
業
の
基
盤
縮
小
が
す

す
む
と
と
も
に
、
事
業
収
支
、
さ
ら
に
は
組
合
収

支
の
一
段
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
や

玉
川
農
協
の
食
肉
偽
装
、
あ
る
い
は
無
登
録
農
薬

使
用
等
に
よ
っ
て
国
内
農
産
物
へ
の
信
頼
を
損
な

い
、
さ
ら
に
は
生
協
等
と
の
長
年
に
わ
た
る
運
動

に
よ
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
消
費
者
と
の
信
頼
関

係
を
喪
失
し
か
ね
な
い
重
大
事
件
を
引
き
起
こ
す

等
、
系
統
経
済
事
業
の
存
在
意
義
そ
の
も
の
が
問

わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。「
食
と
農
の
再
生
プ
ラ

ン
」
で
は
、農
協
の
「
解
体
か
、抜
本
的
改
革
か
」

な
る
合
口
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
も
い
る
。

　

経
済
事
業
は
営
農
指
導
事
業
と
と
も
に
農
協
の

存
在
意
義
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
信
用
事
業
等
と
は
表
裏
一
体
的
関
係

に
あ
る
。上
に
見
た
よ
う
な
状
況
変
化
の
中
で
、今
、

系
統
経
済
事
業
が
自
ら
を
ど
う
変
革
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
特
に
消
費
者
の
信
頼
を
回
復
す
る

た
め
に
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
安
全
・
安
心
に
か
か

る
動
向
と
課
題
に
つ
い
て
簡
記
し
て
み
た
い
。

二
．
経
済
事
業
刷
新
委
員
会

　

偽
装
事
件
発
生
に
と
も
な
い
、
対
応
の
軸
と
な

っ
て
い
る
の
が
経
済
事
業
刷
新
委
員
会
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
改
革
推
進
本
部
委
員
会
の
も
と
に
、農
業
者
・

Ｊ
Ａ
代
表
に
、
外
部
か
ら
消
費
者
・
学
識
者
等
を

加
え
て
、
こ
の
四
月
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

本
委
員
会
は
、
①
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
食
品

表
示
に
か
か
る
自
主
点
検
・
検
証
の
実
施
、
②
経

済
事
業
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
方
策
の
検
討
、
③
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
国
産
農
産
物
の
安
心
・
安
全

シ
ス
テ
ム
の
展
開
に
つ
い
て
の
検
討
・
実
施
、
を

行
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　

六
月
に
は
経
済
事
業
刷
新
方
策
に
つ
い
て
の
中

間
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る

経
済
事
業
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
方
策
（
①
産
地
偽
装
、

優
良
誤
認
、
②
表
示
制
度
、
③
消
費
者
相
談
窓
口
、

④
加
工
・
流
通
段
階
に
お
け
る
安
全
・
安
心
の
確

保
、
⑤
消
費
者
と
連
携
し
た
地
域
で
の
営
農
・
販

売
の
取
組
み
、
⑥
ト
レ
イ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
中
心

と
し
た
安
全
・
安
心
シ
ス
テ
ム
の
展
開
、
⑦
食
品

の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
の
考
え
方
）
と
、
経
済

事
業
の
構
造
や
組
織
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
①
経
済
事

業
の
意
識
構
造
の
変
革
、
②
経
済
事
業
に
お
け
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
、
③
経
済
事
業
に
お
け
る

危
機
管
理
・
法
令
遵
守
）
に
つ
い
て
の
基
本
方
向

を
打
ち
出
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
産
農
産
物
で
の
残
留
農
薬
問
題
や

無
登
録
農
薬
使
用
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
踏
ま
え
て
の
「
安
全
・

安
心
な
農
産
物
供
給
の
た
め
の
自
主
行
動
基
準
」

の
策
定
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

三
．
生
産
工
程
管
理
・
記
帳
運
動

　

経
済
事
業
刷
新
委
員
会
で
の
「
中
間
と
り
ま
と

め
」
に
続
い
て
、
七
月
に
「
食
料
の
安
全
・
安
心

確
保
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
組
み
方
針
」

を
決
定
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
取
組
み

の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
生
産
工
程
管
理
・

記
帳
運
動
で
あ
る
。
偽
装
に
よ
る
信
頼
回
復
の

た
め
に
は
生
産
履
歴
の
開
示
、
い
わ
ゆ
る
ト
レ

イ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
不
可

欠
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
前
提
と
な
る
安
全
な

農
産
物
づ
く
り
と
、
そ
の
記
帳
に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
生
産
者
は
適
切
な
生
産
基
準
に

基
づ
い
て
生
産
（
生
産
工
程
管
理
）
を
行
い
、
そ

の
内
容
を
記
帳
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
Ｊ
Ａ
は
こ

う
し
て
で
き
た
農
産
物
を
分
別
管
理
し
て
販
売
し
、

消
費
者
や
取
引
先
に
対
し
て
生
産
情
報
を
開
示
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
記
帳
は
三
種
類
の
生
産
日

誌
、
す
な
わ
ち
①
栽
培
日
誌
、
②
防
除
日
誌
、
③

収
穫
出
荷
日
誌
、
か
ら
な
り
、
栽
培
日
誌
で
は
圃

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　

食
を
め
ぐ
る
系
統
経
済
事
業
の
対
応
と
課
題

　
　

食
を
め
ぐ
る
系
統
経
済
事
業
の
対
応
と
課
題
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場
概
要
、
作
業
工
程
、
収
穫
量
、
投
入
資
材
の
使

用
内
容
実
績
を
、
防
除
日
誌
で
は
防
除
に
用
い
た

農
薬
を
、
収
穫
出
荷
日
誌
で
は
収
穫
・
出
荷
に
つ

い
て
の
実
績
を
記
帳
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

生
産
者
は
生
産
基
準
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
、

グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
生
産
工
程
管
理
責
任
者
が
選

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
は
各
グ
ル
ー
プ
に
つ

い
て
生
産
工
程
管
理
担
当
者
、
出
荷
管
理
担
当
者
、

情
報
管
理
担
当
者
を
決
め
る
。
記
帳
の
確
認
は
ま

ず
は
生
産
者
自
ら
が
自
己
点
検
を
行
う
が
、
生
産

工
程
管
理
担
当
者
、
集
出
荷
担
当
者
に
よ
る
担
当

者
点
検
も
行
わ
れ
、
点
検
結
果
は
生
産
工
程
管
理

責
任
者
に
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
メ

ン
バ
ー
の
指
導
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
生
産
工
程
管
理
、
記
帳
に
と
も
な
う

情
報
は
、
生
産
者
グ
ル
ー
プ
単
位
で
包
装
資
材
に

シ
ー
ル
等
を
貼
り
、
そ
こ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
を
記
載
し
、
農
産
物
の
購
入
者
が
こ
れ
を
見

て
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

記
帳
さ
れ
た
書
類
は
、
い
つ
で
も
消
費
者
等
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
、
情
報
開
示
要
求
に
対
応
し
て
い

く
た
め
保
管
さ
れ
る
。
Ｊ
Ａ
に
よ
っ
て
は
記
帳
内

容
を
ｆ
ａ
ｘ
等
で
Ｊ
Ａ
に
連
絡
さ
せ
、
こ
れ
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
迅
速
な
対
応

を
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
有
機
認
証
等

書
類
作
成
に
も
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者

等
の
事
務
処
理
の
合
理
化
、
さ
ら
に
は
生
産
・
販

売
、
経
営
管
理
等
、
多
目
的
か
つ
有
効
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

四
．
全
農
安
心
シ
ス
テ
ム

　

こ
う
し
た
取
組
み
の
モ
デ
ル
、
下
敷
き
と
な
っ

て
い
る
の
が
全
農
の
検
査
・
認
証
制
度
で
あ
る「
全

農
安
心
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
一
〇

月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
二
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
に
先

立
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
生
産
指
導
を
も

と
に
消
費
者
・
取
引
先
等
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

農
産
物
生
産
を
振
興
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
生
産

方
法
、
生
産
工
程
等
に
関
す
る
情
報
を
開
示
し
、

こ
れ
を
検
査
認
証
す
る
こ
と
に
よ
り
客
観
化
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

全
農
安
心
シ
ス
テ
ム
は
、
①
有
機
農
産
物
に
は

限
定
せ
ず
、
国
産
農
産
物
全
般
を
対
象
、
②
法
律

に
も
と
づ
く
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
全

農
に
よ
る
自
主
検
査
認
証
、
③
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
有
機
認

証
シ
ス
テ
ム
で
は
任
意
と
さ
れ
て
い
る
残
留
農
薬

検
査
の
義
務
付
け
、
等
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　

四
つ
の
部
門
、す
な
わ
ち
米
穀
部
門
（
安
心
米
）、

園
芸
部
門
（
安
心
野
菜
）、
畜
産
部
門
（
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ビ
ー
フ
）、複
合
部
門
（
地
域
循
環
型
農
業
）

に
分
け
て
認
証
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
年
九
月

一
九
日
現
在
で
の
認
証
実
績
は
一
九
産
地
、
一
九

加
工
場
と
、
地
道
に
実
績
を
積
重
ね
つ
つ
あ
る
。

五
．
今
後
の
課
題
等

　

現
状
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
が
開
始
さ
れ
つ
つ

あ
る
段
階
に
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ

ら
取
組
み
の
全
国
組
合
員
農
家
へ
の
周
知
徹
底
と

そ
の
実
践
が
最
大
課
題
と
な
る
。
特
に
生
産
工
程

管
理
・
記
帳
運
動
へ
の
取
組
み
が
、
ま
さ
に
国
内

農
業
の
生
き
残
り
、
国
内
農
産
物
の
優
先
・
重
視

の
た
め
の
最
低
条
件
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
ト
レ
イ
サ
ビ
リ
テ
ィ

ー
と
い
う
万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
の
ア
リ
バ
イ

づ
く
り
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
積
極
的
な
販
売
情
報
と

し
て
活
用
し
て
い
く
レ
ベ
ル
ま
で
ス
テ
ッ
プ
・
ア

ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
次
の
課
題
で
、
こ
の
た
め

に
は
川
上
か
ら
川
下
ま
で
一
気
通
貫
し
た
販
売
情

報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
一
連
の
取
組
み
が
、
こ
れ

ま
で
の
農
協
運
営
に
基
本
的
課
題
を
投
げ
か
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
生
産
工
程
管
理
・
記

帳
運
動
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
と

の
間
で
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

に
も
と
づ
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の
の
み
に
シ
ー
ル

が
貼
付
さ
れ
品
質
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
延
長
線
上
に
は
ブ
ラ
ン
ド
化
も
可
能
と
な
っ

て
く
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
一
律
で
の
取

扱
い
を
原
則
と
し
て
き
た
共
販
事
業
が
、
本
運
動

へ
の
取
組
み
の
有
無
に
よ
っ
て
販
売
委
託
さ
れ
る

農
産
物
の
取
扱
い
に
差
を
設
け
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
〝
平
等
〞
か
ら
〝
公
平
〞

へ
の
転
換
を
自
ず
と
誘
導
し
て
い
く
必
然
性
を
有

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
と
生
産
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た

協
定
に
も
と
づ
い
て
生
産
工
程
管
理
・
記
帳
運
動

が
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｊ
Ａ
取
扱
い

農
産
物
の
安
全
・
安
心
が
は
じ
め
て
担
保
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
実
際
に
は
右
か
ら
左

へ
と
つ
な
ぐ
だ
け
で
あ
っ
た
販
売
事
業
が
、
Ｊ
Ａ

自
ら
の
責
任
に
よ
っ
て
販
売
を
行
っ
て
い
く
と
い

う
、
販
売
事
業
の
一
大
革
命
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

（
蔦
谷　

栄
一
）


